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とを明らかとした。乳癌患者 150症例を対象とし S100A7の発現を免疫組織学的に  解析したところ、Ki-67 
Labeling Index（LI）や臨床病期、組織型と有意な正相関が認められた。S100A7の高発現は再発率、及び生
存率の低下と有意に相関しており、多変量解析にて独立した再発の予後不良因子であることが示された。また、






及び浸潤能が有意に減少することを認めた。LCN2 誘導因子であると報告されている STAT1、及び p65 も
LCN2と同じく脂肪細胞との共培養後の癌細胞において発現上昇し、これらの因子をノックダウンすることに





Microvessel Densityと LCN2との有意な正相関が認められた。 
以上の結果より、浸潤性乳癌微小環境では、癌周辺脂肪細胞からパラクリン作用によって分泌された液性
因子のシグナル経路を介し、癌細胞にて S100A7、及び LCN2の発現が亢進することにより、悪性度に関与す
ることが考えられた。 
 
